悪化の一途をたどる中緬関係　: 少数民族グループとの大規模戦闘勃発の背景と行方 : by 江橋 正彦




               ～少数民族武装グループとの
                               大規模戦闘勃発の背景と行方～
難航する全国停戦協定へのプロセス
テイン・セイン大統領は、就任から五ヵ月





現在のテイン・セイン政権のもとで に至らないと、永久に平和が訪れない 考えるグループも多かったことから、十二月末に行われた政府側および少数民族側の代表者による調整会合の結果、双方は、九月以降中断していた和平交渉を二〇一五年一月十五日、十六日に再開するとの内容を含む 項目の共同声明を発表する 至った。また、連邦記念日にあたる二月十二日に レベルの停戦協定に調印するというＮＣＣＴ側から提案された野心的な計画も明らかにした。








          ?????????????





















































































経済の権力の配分、権利の平等などをめぐる政治対話が開始される」という段取りにまでこぎつけ、六〇年に及ぶミャンマーの内戦 ようやく終止符が打たれるという希望が広がった。しかし、九月のＵＰＷＣ ＮＣＣＴと 第六回和平交渉は、少数民族側の要求する“連邦軍”の問題などをめぐって話し合いが紛糾 合意は十月に持ち越 とな た。
その後、十月初旬からミャンマー国軍と北部
シャン州武装グループ同盟軍：「タアン民族解放軍（ＴＮＬＡ） 」 「カチン独立軍（ＫＩＡ） 」 、「ミャンマー民族民主同盟軍（ＭＮＤＡＡ） 」および「シャン州軍―北（ＳＳＡ
―
Ｎ） 」との戦
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しかし、和平交渉の始まる前日の一月十四
日、カチン独立軍（ＫＩＡ）がカチン州政府の運輸大臣を護衛した三人の警官を拘束したのち、ＫＩＡの第六大隊と国軍との戦闘が世界最大 翡翠の産地のあるカチン州パカン群区で勃発した。このため、一月末に延期された政府と全国停戦調整 ーム（ＮＣＣＴ）との公式交渉も無期延期状態となった。ミン・アウン・ライン国軍司令官は、一月二〇日、「一部の少数民族は平和を求めていない。停戦協定は、武装グループ側にかかっている」とニュースのイ タビューで語った。
しかしながら、テイン・セイン大統領はこれ
にめげず、二月十二日の連邦記念日に全国停戦交渉の相手である 六の少数民族武装グループに招待状を出し、そ 日に、少数民族グループとの話し合いを持ち、少数民族 代表ととも「平和と国民和解の誓約書」に署名している。「コーカン事件」 勃発、 中緬国境全域に拡大
こうした中で、二月九日、コーカン特別自
治区の元頭目のペン・ジャシェン（彭家声）に率いられたミャンマー民族民主同盟軍（ＭＮＤＡＡ） の約一、 〇〇〇人の精鋭部隊が突如、コーカン特別自治区の中心の町であるラウカイ（老街）を中国側から急襲、国軍と 激しい戦闘になった。 ミャンマー政府は十七日夜、同州コーカン地区に戒厳令を布告した。
コーカン（ＭＮＤＡＡ）は、 一九八九年まで







記事によると、今回のＭＮＤＡＡの部隊によるラウカイ攻撃は、いったん失っ ンをもう一度彼の手 取り返すことが狙いだと述べており、そ 計画を早速二月九日に実行に移したことになる。
二十一日に国軍が行った記者会見によると、







と考え、この攻撃を隣国による国家主権の侵害ととらえているようだ。テイン・セイン大統領は、二月十六日、ピンウーリン 病院に入院中の負傷兵を見舞い、 「先祖が維持してきたミャンマーの領土 １インチでも失っ はならない」と語ったと国営紙が報じている。ミャンマー市民の反中感情 愛国心は高まり、新聞などで犠牲者へ 見舞金の募金活動が呼び掛けられ、多くの市 団体が競って を提供しており、二十日までに軍に届いた募金は二四億チャット（約二億八、 〇〇〇万円）に上っているという。中国と ざ戦争となったら、憲法に沿って 民に一年の徴兵を命じるべきだとの声すら上がっている。中国の意図 真相
中国外務省のスポークスマンは、十九日、
すべての勢力に対し、自制を求め、紛争がエスカレートして中緬国境 安定と中国の安全を脅かすことのないよう訴える声明を出した。そして、ミャンマー側 希望に沿って、がミャンマーの和平プロセスで引き続き建設的な役割 演じる用意があると付け加え 。
たしかに、多くの少数民族の住む雲南省の
中緬国境は、戦略的に中国の弱い腹の部分にあたる。ミャンマー北部のカチン州からシャン州にまたがるこの国境地帯には、下図うに中国系の少数民族が住み、戦後、独立や完全な自治を求めて武装して長い間マーの政府軍と内戦を続け 闘のたびに中国への難民の流入を招いてきた。この地域の不安定は、中国にとっても悩ましいはずだ。










コプター数機を引き渡したと週刊ジェーン防衛誌の四月二十九日号が伝えている。中国のＵＷＳＡに対するヘリコプター・ガンシップ 引き渡しは、ミャンマー国軍が二〇〇九年にコーカンを急襲したように、いつかワを攻撃す ことを抑止するためだと伝えられてい 。
二〇〇九年一月のオバマ政権の誕生まもな
く、ミャ マー軍政は米国に接近、米国の対ミャンマー政策をそれまでの「体制転換」から「建設的関与」に変えることに成功し 。このことは 中国をいたく刺激した 違いない。それに加えて、二〇一一年三月に文民のテイン・セイン政権が誕生して間もなくの同
年九月に、中国が建設中のミッソンダムの建設中止が発表される。その後も、レパダウン銅鉱山プロジェクトや石油・ガスパイプラインにも反対運動が起こり、中国が予定した中緬高速鉄道（チャウピュー～雲南省大理）や中緬高速道路（チャウピュー～ルイリ） 計画も延期に追い込まれるなど、中国とミャンマーの関係は、一気に低下の一途をたどる。
つい最近、一月中旬にも中国に不都合なニュー














にもリスク 多 ぎる選択で、ミャンマーを完全に反中国に追いやってしまうこと な 。
しかし、二月二十一日のミャ
ンマー国軍のブリ フィングで述べられているように、中国の地方政府が背後にいる可能性は否定できない。 一歩譲って ミャンマーの木材、翡翠、金、宝石などの資源や麻薬の密輸 絡む中国の商人たちが、利権を守るためにミャンマー北部 中緬国境の武装グループと図って、ミャンマー政府の全国停戦協定を粉砕す 動き 出た可能性もあり得よう。
